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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年1月16日(2020.1.16)

【公表番号】特表2019-506466(P2019-506466A)
【公表日】平成31年3月7日(2019.3.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-009
【出願番号】特願2018-531147(P2018-531147)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 201/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/65     (2018.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/61     (2018.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  201/02     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    7/65     ＺＢＰ　
   Ｃ０９Ｄ    7/61     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/08     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/00     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/34     ０８０　
   Ｃ０８Ｌ  101/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月28日(2019.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーティング、塗料またはインクにおける乾燥剤および皮張り防止剤の両方として使用
するためのポリマー化合物であって、前記ポリマー化合物は、金属、抗酸化剤、およびＯ
ＥＣＤ１０５に従って２０ｍｇ/Ｌ未満の水溶性を有するウレタン化ポリマーを含んでな
り、前記ウレタン化ポリマーは、少なくとも部分的に、カルボン酸、金属水酸化物、また
は酢酸金属、カップリング剤、抗酸化剤混合物、およびイソシアネートから形成される、
ポリマー化合物。
【請求項２】
　前記ウレタン化ポリマーは、６質量％よりも高い金属含有量を有する、請求項１に記載
のポリマー化合物。
【請求項３】
　前記ウレタン化ポリマーは、４質量％～８質量％の金属含有量を有する、請求項１に記
載のポリマー化合物。
【請求項４】
　前記金属は、ポリマー化合物の主鎖と一体を成す、請求項１～３のいずれか一項に記載
のポリマー化合物。
【請求項５】
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　前記金属は、コバルト、マンガン、セリウム、および鉄からなる群から選択される、請
求項１～４のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項６】
　前記ウレタン化ポリマーは、低揮発性有機化合物（ｌｏｗ－ＶＯＣ）溶媒に溶解性であ
る、請求項１～５のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項７】
　前記ｌｏｗ－ＶＯＣ溶媒は、乳酸エステル、脂肪酸エステルおよびそれらの任意の組合
せからなる群から選択されるエステル溶媒である、請求項６に記載のポリマー化合物。
【請求項８】
　前記カップリング剤は、モノヒドロキシルアミン、ジヒドロキシルアミン、トリヒドロ
キシルアミン、およびそれらの任意の組合せからなる群から選択される、請求項１～７の
いずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項９】
　前記抗酸化剤混合物は、アスコルビン酸、アスコルビルエチル、およびレスベラトロー
ルを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項１０】
　前記抗酸化剤混合物は、アスコルビン酸、アスコルビルエチル、レスベラトロール、お
よびクエン酸を含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項１１】
　前記カルボン酸は、ヒドロキシカルボン酸または飽和脂肪酸である、請求項１～７のい
ずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項１２】
　前記カルボン酸はリシノール酸であり、前記金属水酸化物は水酸化コバルトまたは水酸
化マンガンであり、前記カップリング剤はアルカノールアミンであり、前記抗酸化物混合
物はアスコルビン酸、アスコルビルエチル、およびレスベラトロールを含み、前記イソシ
アネートはトルエンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）または
ヘキサメチルジイソシアネート（ＨＭＤＩ）である、請求項１～７のいずれか一項に記載
のポリマー化合物。
【請求項１３】
　前記ウレタン化ポリマーは、２０℃で３０００ｃＰ未満の粘度を有する、請求項１～１
２のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項１４】
　前記ウレタン化ポリマーは、２０００Ｄａ未満の平均分子量を有する、請求項１～１３
のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項１５】
　コーティング、塗料またはインクにおける乾燥剤、皮張り防止剤の両方として使用する
ためのポリマー化合物であって、前記ポリマー化合物は、下式：
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【化１】

（式中、
　　Ｍは金属であり、
　　Ａは抗酸化剤基であり、
　　Ｒ１は第一のアルキル基であり、
　　Ｒ２は第二のアルキル基である。）
を有する金属および抗酸化物含有ウレタン化ポリマーを含む、
ポリマー化合物。
【請求項１６】
　前記抗酸化剤基Ａは、下式：
【化２】

を有する、請求項１５に記載のポリマー化合物。
【請求項１７】
　前記金属Ｍは、コバルト、マンガン、セリウム、および鉄からなる群から選択され、前
記アルキル基Ｒ１は、６つの炭素原子を有し、前記アルキル基Ｒ２は、７つの炭素原子を
有する、請求項１５または１６に記載のポリマー化合物。
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【請求項１８】
　前記ウレタン化ポリマーは、ＯＥＣＤ１０５に従って２０ｍｇ/Ｌ未満の水溶性を有す
る、請求項１５～１７のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項１９】
　前記ウレタン化ポリマーは、６質量％よりも高い金属含有量を有する、請求項１５～１
８のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項２０】
　前記ウレタン化ポリマーは、４質量％～８質量％の金属含有量を有する、請求項１５～
１８のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項２１】
　前記ウレタン化ポリマーは、低揮発性有機化合物（ｌｏｗ－ＶＯＣ）溶媒に溶解性であ
る、請求項１５～２０のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項２２】
　前記ｌｏｗ－ＶＯＣ溶媒は、乳酸エステル、脂肪酸エステルおよびそれらの任意の組合
せからなる群から選択されるエステル溶媒である、請求項２１に記載のポリマー化合物。
【請求項２３】
　前記ウレタン化ポリマーは、少なくとも部分的に、カルボン酸、金属水酸化物、または
酢酸金属、カップリング剤、抗酸化剤混合物、およびイソシアネートから形成される、請
求項１５～２２のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項２４】
　前記カップリング剤は、モノヒドロキシルアミン、ジヒドロキシルアミン、トリヒドロ
キシルアミン、およびそれらの任意の組合せからなる群から選択される、請求項２３に記
載のポリマー化合物。
【請求項２５】
　前記抗酸化剤は、アスコルビン酸、アスコルビルエチル、およびレスベラトロールを含
む抗酸化剤混合物である、請求項２３に記載のポリマー化合物。
【請求項２６】
　前記抗酸化剤は、アスコルビン酸、アスコルビルエチル、レスベラトロール、およびク
エン酸を含む抗酸化剤混合物である、請求項２３に記載のポリマー化合物。
【請求項２７】
　前記カルボン酸は、ヒドロキシカルボン酸、飽和脂肪酸またはそれらの組合せである、
請求項２３に記載のポリマー化合物。
【請求項２８】
　前記カルボン酸はリシノール酸であり、前記金属水酸化物は水酸化コバルトまたは水酸
化マンガンであり、前記カップリング剤はアルカノールアミンであり、前記抗酸化物混合
物はアスコルビン酸、アスコルビルエチル、およびレスベラトロールを含み、前記イソシ
アネートはトルエンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）または
ヘキサメチルジイソシアネート（ＨＭＤＩ）である、請求項２３に記載のポリマー化合物
。
【請求項２９】
　前記ウレタン化ポリマーは、２０℃で３０００ｃＰ未満の粘度を有する、請求項１５～
２８のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項３０】
　前記ウレタン化ポリマーは、２０００Ｄａ未満の平均分子量を有する、請求項１５～２
９のいずれか一項に記載のポリマー化合物。
【請求項３１】
　ｌｏｗ－ＶＯＣ溶媒中に溶存する請求項１～３０のいずれか一項に記載のポリマー化合
物を含み、前記ｌｏｗ－ＶＯＣ溶媒は、乳酸エステル、脂肪酸エステルおよびそれらの任
意の組合せからなる群から選択される少なくとも一つである、乾燥剤組成物または皮張り
防止剤組成物。



(5) JP 2019-506466 A5 2020.1.16

【請求項３２】
　請求項１～３０のいずれか一項に記載のポリマー化合物、および不飽和脂肪酸修飾ポリ
マー系結合剤を含む、コーティング組成物。
【請求項３３】
　前記ポリマー化合物は、第一金属含有ウレタン化ポリマーであり、前記コーティング組
成物はさらに、第二金属含有化合物を含み、前記第一金属および前記第二金属は異なる金
属である、請求項３２に記載のコーティング組成物。
【請求項３４】
　ポリマー化合物の調製方法であって、
　カルボン酸を供給する工程と、
　前記カルボン酸と金属水酸化物または金属酢酸塩とを反応させて、中間生成物を形成す
る工程と、
　前記中間生成物と溶媒を混合して、第一混合物を形成する工程と、
　前記第一混合物へカップリング剤を供給して第二混合物を形成する工程と、
　クエン酸、アスコルビルエチル、アスコルビン酸、レスベラトロール、およびそれらの
組合せのうちの少なくとも一つを含む抗酸化剤を、前記第二の混合物へ供給して、第三の
混合物を形成する工程と、
　前記第三の混合物をイソシアネートと重合化して、金属、抗酸化剤を有し、ＯＥＣＤ１
０５に従って２０ｍｇ/Ｌ未満の水溶性を有するウレタン化ポリマーを形成する工程と、
を含む、ポリマー化合物の調製方法。
【請求項３５】
　前記ウレタン化ポリマーは、６質量％よりも高い金属含有量を有するように形成される
、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記ウレタン化ポリマーは、４質量％～８質量％の金属含有量を有するように形成され
る、請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記ウレタン化ポリマーは、前記金属が前記ポリマー化合物の主鎖と一体を成すように
形成される、請求項３４～３６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３８】
　前記金属は、コバルト、マンガン、セリウムおよび鉄からなる群から選択される、請求
項３４～３７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３９】
　前記カルボン酸は、ヒドロキシカルボン酸または飽和脂肪酸として供給される、請求項
３４～３８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４０】
　前記カルボン酸はリシノール酸であり、前記金属水酸化物は水酸化コバルトまたは水酸
化マンガンであり、前記カップリング剤はアルカノールアミンであり、前記イソシアネー
トはトルエンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）またはヘキサ
メチルジイソシアネート（ＨＭＤＩ）である、請求項３４～３８のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項４１】
　前記カップリング剤は、モノヒドロキシルアミン、ジヒドロキシルアミン、トリヒドロ
キシルアミン、およびそれらの任意の組合せからなる群から選択される、請求項３４～４
０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４２】
　前記ウレタン化ポリマーは、２０℃で３０００ｃＰ未満の粘度を有するように形成され
る、請求項３４～４１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４３】
　前記ウレタン化ポリマーは、２０００Ｄａ未満の平均分子量を有するように形成される
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、請求項３４～４２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４４】
　前記ウレタン化ポリマーをｌｏｗ－ＶＯＣ溶媒中に溶存させる工程をさらに含み、前記
ｌｏｗ－ＶＯＣ溶媒は、乳酸エステル、脂肪酸エステルおよびそれらの任意の組合せから
なる群から選択される少なくとも一つである、請求項３４～４３のいずれか一項に記載の
方法。
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